		（様式２）
新型コロナウイルス感染症流行下における海外留学についての誓約書（レベル２・レベル３）

長崎県立大学長　様

私は、海外留学するにあたり、渡航先国・地域では自分自身で安全を確保しなければならないことを理解し、自覚と責任を持って、安全と健康に十分な注意を払うとともに、下記の事項を承諾・厳守することを誓約します。
なお、私の渡航先の国・地域は、外務省の「危険情報」レベル１以下、及び「感染症危険情報」レベル３以下、（査証が必要な場合は）査証を取得でき、渡航先の大学等が私の受入れを許可しています。

誓約事項

１．渡航先の国・地域における外務省の感染症危険情報がレベル２以上である場合のリスクを理解し、自らの判断と責任で渡航し、渡航によって生じるすべての責任を負います。
２．渡航先の国・地域の治安や感染症の状況により、本学が帰国勧告等を決定する場合があることを理解し、その場合は速やかに指示に従い、緊急帰国等に伴う費用は学生本人及び保証人が負担します。
３．渡航先の国・地域において（再）流行した際に取るべき対応を事前にシミュレーションしました。
４．渡航先及び日本が定める防疫措置に関する規則に則り行動します。
５．渡航先の国・地域の最新の感染状況を常時把握するとともに、感染防止策、医療体制、大学等の感染予防体制、帰国ルートが十分に整っていること、また感染した場合の現地で取るべき行動、相談機関・医療機関等を確認しています。※裏面の確認項目を確認し理解しました。
６．渡航に関して指導教員の了承を得ています。
７．新型コロナウイルスのワクチン接種については、受入先が指定する接種回数に従います。
[bookmark: _Hlk105328121]８．外務省の「たびレジ（３カ月未満の滞在）」若しくは「在留届」（３カ月以上の滞在）に登録しま
す。
９．渡航中の疾病（新型コロナウイルス感染症を含む）に対し補償が受けられる海外旅行保険に加入し
ます。
10．全ての渡航期間においてＯＳＳＭＡ（日本 エマージェンシー アシスタンス 株式会社提供）に加入します。又は国際社会学科における海外語学研修（英語）や認定校留学の際に、一般財団法人JSAF（以下、JSAFと記載）のコースを利用する場合は、JSAF指定の保険及び危機管理サービスに加入します。
11. 渡航中の事故、疾病、犯罪などによる学生本人の損害については、自己責任のもとで対応し、大学及びその関係者に損害賠償その他の責任を追及しません。
12．本学の定める海外渡航計画書（各月の滞在国・地域と活動内容を記した書類）を提出するとともに、毎月1日にfls@sun.ac.jp宛に留学計画書の項目について報告します。また、渡航中に傷病その他の理由により健康状態に何らかの異変が生じた場合や、渡航先の「危険情報」及び「感染症危険情報」のレベルが変わった場合は速やかに本学に報告します。渡航中は常に連絡の取れる状態にあり、大学からの問い合わせに対しては必ず応対します。渡航先国・地域：
渡航期間：令和　　年　　月　　日　～　令和　　年　　月　　日
渡航先の機関名：
保証人　連絡先（電話番号）　　　　　　　（メールアドレス）　　　　　＠
日付：令和　　年　　月　　日
　学部・学科・学年　　　　　　　　　　　　　　　
　本人（自署）：　　　　　　　　　　印　　　保証人（自署）　　　　　　　　　　　印　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　（本人との関係）　　　　　　　　　　　　 

  

＜確認項目＞
[bookmark: _Hlk105112771]（１）渡航先の国・地域における最新の感染状況を把握している。
（２）渡航先の国・地域への渡航手段がある。
（３）渡航先の国・地域に入国の可否及び入国に必要な手続きについて申請中又は完了している。
（４）渡航先の国・地域への入国時における水際措置及び入国後に取るべき行動について把握している。
例：陰性証明書の提出、隔離期間、隔離期間内の滞在施設の確保、ワクチン証明書の提出
（５）渡航先の国・地域で感染の疑いが生じた場合、濃厚接触者として指定された場合、感染した場合に留学先国・地域において取るべき行動及び相談先を具体的に把握している。
例：相談できる機関、検査できる機関、受け入れ可能な医療機関、滞在先（ホテル等）
（６）渡航先の大学等において留学生の受け入れ体制が取られている。
（７）渡航先の大学等において学修を継続するための防疫措置がとられている。
（８）渡航先の国・地域における感染拡大抑止のための法令(マスクの着用等)を把握している。




